
HPE Moonshot System
HDI ソリューション
ストレスの無いリモートデスクトップ環境へ
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手のひらにのるサーバーが
リモートデスクトップを変えた。
HDI（Hosted Desktop Infrastructure）は、超高密度サーバー「HPE 
Moonshot System」を利用したリモートデスクトップソリューションです。シン
クライアント向けに特化して設計・開発された「HPE ProLiant m700サーバー
カートリッジ」を1シャーシに45枚搭載し、180ユーザーのデスクトップ環境をわ
ずか4.3Uのスペースに物理的に集約することができます。

日本ヒューレット・パッカードは、「ワークプレイスの生産性向上」というテー
マを掲げ、お客様のビジネス変革を強力にご支援しています。HPE Moonshot 
Systemが実現する高品質なリモートデスクトップ環境は、会社のデスクから
ユーザーを解放し、場所や時間を選ばず、様々なデバイスを駆使して快適にビジ
ネスを遂行することができます。スマートデバイスを積極的に活用してワーク
スタイルを効率化したい、ユーザーの利便性を損なわずにクライアントセキュリ
ティを強化したい、といったお客様の要求に最適なソリューションを提示します。

HPE Moonshot Systemが実現するHDIソリューションは、次のようなメリット
をお客様にご提供します。

1ユーザーが1リソースを独占
HPE ProLiant m700サーバーカートリッジは「4ユーザー分の独立したPCリソース」を搭載。1ユー
ザーが固定的に割り当てられたリソースを利用できるため、常に高い性能・レスポンスを維持する
ことができます。仮想化によってサーバーのリソースを分割し、複数のユーザーがそのリソースを取
り合うVDI（Virtual Desktop Infrastructure）とHDIの決定的な違いはここにあります。

サイジング不要でスピード導入
HDI環境では、ユーザーにどれだけのサーバーリソース（CPU、メモリ、ディスク性能）を割り当てるか
を設計する必要がなく、リモートデスクトップ環境の導入を短期間で行えます。また、数年間使い続
ける間に、レスポンスが低下してシステム増強が求められる心配もありません。一般的なPCのライ
フサイクルである3～ 5年間、安心してご利用いただけます。

仮想化レイヤーがなく運用が容易
物理サーバーで構成されるHDI環境には、当然ながら「仮想化レイヤー」がありません。ハイパーバイ
ザーをはじめとするサーバー仮想化技術に精通した技術者がいなくても、従来のPC環境の運用管
理ノウハウの延長でHDI環境を扱うことができます。もしサーバー障害が発生しても、サーバーカー
トリッジ単位での交換で容易に復旧させることができます。

性能保証

省コスト

シンプル

シンクライアント

デスクトップPC

ノートPC

タブレット

快適なリモートデスクトップ体験を実現

●サーバーカートリッジ1枚で4ユーザー環境を提供
●サーバーカートリッジ1枚／4ユーザー単位で構成・拡張可能
●4.3Uのシャーシに
　最大サーバーカートリッジ45枚/180ユーザーを収容
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ビジネスユーザーからパワーユーザーまで
満足できるパフォーマンスを発揮
ユーザーごとに占有リソースを提供するHDI環境では、常に安定的な性能を維持することができ
ます。これにより、オフィスアプリケーションを使うユーザーを中心に幅広いユーザー層をカバー
します。複数のアプリケーションを同時に立ち上げて業務をこなすようなパワーユーザーにも、
HDIなら満足できるレスポンスを提供できます。また、1サーバーカートリッジ単位での導入が
可能で、ユーザー追加のためのリソース拡張も容易に行えます。

Workspace-in–a-box
HDIシステムを1ボックスで実現

HPE Moonshot Systemの1シャーシ内には
最大45枚のサーバーカートリッジを搭載可能
で、異なる種類のサーバーカートリッジで構成
することもできます。たとえば、リモートデスク
トップ用ノードとCitrixなどの管理サーバーを
組み合わせて構成すれば、HDIシステムを1ボッ
クスで構築することも可能です。

HDIソリューション専用に開発された
HPE ProLiant m700サーバーカートリッジ
グラフィックチップを内蔵したSoC「AMD Opteron™ X」を採用。1ユーザーあたり8GBのメモリを
搭載し、サクサクと快適に動作するWindows 7 / 8.1 / 10環境を実現します。1枚のサーバーカート
リッジに独立した4つの環境を集約し、4ユーザーが個別に占有できる高性能なPC環境を提供
します。

• AMD Opteron™ X2150 APU
  （4コア、1.5GHz、Radeon HD 8000シリーズ内蔵）
• 8GBメモリ /ノード
• 最大120GB SSD/ ノード
• 1Gbネットワーク×2 /ノード
• サポートOS ： Windows 7 / 8.1 / 10およびRHEL
• 4サーバーノード
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タスクワーカー 一般OAユーザー ビジネスワーカー パワーユーザー ワークステーション

● 数個のアプリ
  のみを利用
● 定型業務、
  フロント業務

● オフィスアプリ
  全般を利用
● 事務、
  アドミン業務

● オフィスアプリ
  +画像系
● 一般ビジネス
  ワーカー

● 専用アプリや
  マルチタスク
● PCを多用する
  専門職

● GPUパワーを
  フルに利用
● CAD/CAE
  エンジニア

HDIの適用可能範囲

HDX3DリモートPC
ブレードPC仮想デスクトップホステッド共有

デスクトップ
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パナソニック インフォメーションシステムズが
クライアント環境をVDIから「HDI」に移行し、
自社検証を経てHDIビジネスへ参入
超高密度サーバー「HP Moonshot System」を2シャーシ導入し
仮想化しないリモートデスクトップ環境を構築

目的
2010年に導入した仮想デスクトップ（VDI）
環境のリプレース。より高いパフォーマンス
を確保してリモートデスクトップユーザーを
拡大するとともに、スマートデバイスを活用
したワークスタイル変革を推進する。

アプローチ
リモートデスクトップを実現するための
複数のテクノロジーを検討。優れたクライ
アントセキュリティ、一元的な管理という
VDIのメリットをそのままに、従来型PC環
境と遜色ない高パフォーマンスを実現す
ることを目指す。

ITの効果
• HP ConvergedSystem 100 for HDI 
（HP Moonshot System／HP ProLiant 
m700サーバーカートリッジ）を導入し
HDI（Hosted Desktop Infrastructure）
環境を構築

• 物理環境による高性能なリモートデスク
トップ／シンクライアントを実現

• 仮想化レイヤーを排しシンプルで運用し
やすいシステムを実現

• クライアントOS／アプリケーション／ス
トレージ／シンクライアント端末など既
存のVDI資産を継承

• VDIと同等以上のクライアント管理の容
易さ／優れたクライアントセキュリティ
を確保

ビジネスの効果
• 高性能PCを使うセクションまでシンクラ
イアントのユーザー範囲を拡大

• スマートデバイスを活用したワークスタイ
ル変革をさらに推進

• 自社でのシステム構築・運用を経て“HDI
ソリューションビジネス”への進出を決定

• より自由度の高いDaaSモデルでのクラウ
ドサービス化も視野に

チャレンジ
VDIのパフォーマンス課題を解決する「HDI」
仮想デスクトップ環境（VDI：Virtual Desktop 
Infrastructure）がトレンドとなって、多くの企業で
導入が進んでいる。VDI環境では、サーバー側で
データとITリソースの一元管理により、長年 IT管
理者を悩ませてきたクライアント管理の負荷を
大きく軽減できる。シンクライアントを利用した
情報セキュリティの強化という観点からも、有効な
ソリューションであることは周知のとおりだ。

「VDIは、既存の IT環境や情報資産を活かしな
がら、タブレットPCやスマートフォンを利用する
ための“橋渡し”的な役割を果たします。VDIは、
より効率的なワークスタイルを追求するための
インフラとしても注目すべきでしょう」と、パナソ
ニック ISの執行役員でありサービスビジネス
本部 副本部長を務める酒井智幸氏は指摘する。

パナソニック ISでは、2010年に社内 170ユー
ザー向けのVDI環境を構築した。以後4年近く
の運用の中で、Windows XPからWindows 7
へ移行も経験したという。同社 サービスビジネ
ス本部 インフラ基盤サービスグループ グルー
プリーダーの高垣義男氏は、次のように語る。

「セキュリティ、運用管理性、コスト、ユーザーの
利便性や生産性など、様々な検証を含めてVDI
環境の自社運用と活用を行ってきました。VDI
のメリットを改めて認識しつつ、一方で課題に
直面したこともあります。中でも、VDIを導入
して利用し続ける4～ 5年の間、常に十分なパ
フォーマンスを維持し続けることの難しさを実
感させられました」

パナソニック インフォメーション
システムズ（以下、パナソニックIS）
が、自社170ユーザーが利用する仮
想デスクトップ環境を“仮想化しな
いリモートデスクトップ環境”に移
行した。「HDI（Hosted Desktop 
Infrastructure）」と呼ばれるこ
のソリューションは、新世代の超
高密度・超省電力サーバー「HP 
Moonshot System」による“1ユー
ザーが占有する物理環境”から提
供される。パナソニックISはいち早
く「HDI」に着目し、自社環境での
検証を経てソリューションビジネス
への展開を決断した。
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VDIの導入に際しては、サーバーや共有ストレー
ジの性能見積が重要であることはよく知られて
いる。これを見誤ると、期待したレスポンスが得ら
れなかったり、それを解消するために機器の変更
や追加導入が必要になるようなケースもある。

「もちろん導入時点では何ら問題はありませんで
した。しかし、クライアントOSの更新によって、
パフォーマンスの悪化、サーバーのリソース不足
という想定外の状況に陥ったことは事実です。
次期VDI環境では、この課題を何としても解決
したいと考えていました」と高垣氏は振り返る。

より高速なストレージの導入やサーバーのサイ
ジングの見直しを含め、次期VDI環境のシステ
ム基盤を模索する中、高垣氏らの元に“あるソ
リューション”の情報が届いた。

「それは“仮想化しないリモートデスクトップ環
境”でした。そのアーキテクチャーを見て、従来型
のデスクトップPCと遜色のないパフォーマンス
を発揮し、長期にわたって維持し続けることが可
能と直感しました」（高垣氏）

高垣氏らが注目したソリューションは「HDI
（Hosted Desktop Infrastructure）」と呼ばれ
るものだった。実現するのは、新世代の超高密
度＋超低消費電力サーバー「HP Moonshot 
System」で構成される「HP ConvergedSystem 
100 for HDI」である。

ソリューション
HDIを実現する超高密度サーバー
「HP Moonshot System」
高垣氏らが注目した「HDI（Hosted Desktop 
Infrastructure）」は、1ユーザーが物理リソース
／OS／アプリケーションを“占有”できるリモー
トデスクトップ環境だ。複数ユーザーがリソース
を共有するVDIとは、この点において根本的に
異なる。

「HDIを 実 現 するプラットフォーム『HP 
Moonshot System』は、従来の常識を超え
た超高密度のサーバー製品でした。物理環境
によるリモートデスクトップ自体は決して目
新しいソリューションではありませんが、HP 
Moonshot Systemによって革新的なソリュー
ションに生まれ変わりました」（高垣氏）

HP Moonshot Systemは、新世代の超高密
度＋超低消費電力サーバーとして2013年4月
に鮮烈なデビューを果たした。手のひらに載る
ほど小さな“物理サーバーカートリッジ”45枚
を4.3Uのシャーシに収容して、超高密度のハイ
パースケールシステムを実現する。内蔵するサー
バーカートリッジによって様々なシステムへと
役割を変えることが、HP Moonshot System
の他にない特徴だ。

HDI環境を実現するのは、2014年初頭に
発表されたリモートデスクトップ専用の「HP 
ProLiant m700サーバーカートリッジ」であ
る。CPUとGPUを統合した「AMD Opteron™ 
X2150 APU」、8GBメモリ、64GBのSSDをそ
れぞれ4基搭載し、1カートリッジで相互に独立
した4ユーザー分の環境を提供する。

「HP Moonshot System実機による稼働検証・
パフォーマンス検証を慎重に行いましたが、表
計算ソフトのスクロールも動画再生も、従来型
PCと区別がつかないほど快適に動作すること
が確認できました。自社環境では、高速なSSD
上でOSとアプリケーションを稼働させ、デー
タ管理用のユーザー領域は外部のファイルサー
バーを使用する構成を採用しました。これなら
4～ 5年後でも十分なパフォーマンスを発揮
してくれるはずです」と期待を語るのは、構築を
担当したインフラ基盤サービスグループの越智
崇雄氏である。

HP Moonshot Systemに よるHDI環 境 は、
Citrix XenDesktop／Windows 7と組み合わ
せた「HP HDIリファレンスアーキテクチャー」
として提供されるためサービス基盤の構築も
容易だ。パナソニック ISでは、HP Moonshot 
Systemを2シャーシ／60サーバーカートリッジ
（1シャーシあたり最大45サーバーカートリッジ
まで収容可能）導入し、240ユーザーを集約する
自社環境を整えた。

「導入に際して、VDIのような緻密なサイジン
グが一切必要ないこと、システム構成がシン
プルなため構築時間が短くて済むことが大き
なメリットと感じました。また、最新のCitrix 
XenDesktop 7.5に移行しましたが、ストレー
ジやシンクライアント端末はVDIで使っていた
機器をそのまま引き継いでいます。既存資産を
有効利用できることも、HDIへの移行を強く後
押ししたと言えるでしょう」（越智氏）

パナソニック インフォメーション
システムズ株式会社
執行役員
サービスビジネス本部
副本部長（IDCサービス担当）
（兼）IDCサービス事業部長
酒井 智幸 氏

パナソニック インフォメーション
システムズ株式会社
サービスビジネス本部 IDCサービス事業部
インフラ基盤サービスグループ
西部VDIサービス担当G グループリーダー
高垣 義男 氏

パナソニック インフォメーション
システムズ株式会社
サービスビジネス本部 IDCサービス事業部
インフラ基盤サービスグループ
西部VDIサービス担当G エキスパート
越智 崇雄 氏

“従来型PCで不可能だったことが可能になる―ここにHDIの本質的な価値があります。
たとえば、仕事をする場所をデスクから解放する、
タブレットPCから社内システムにアクセスして商談をスムーズに進めるなど、
企業に様々な変革をもたらします。
“働き方を変えるための戦略投資”としてHDIを捉えるべきではないでしょうか”

ーパナソニック インフォメーションシステムズ株式会社 執行役員 酒井 智幸 氏
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2014年9月、パナソニック ISはVDI方式に変
わるリモートデスクトップ環境として、約2週間
の短期間でHDI環境を整えた。

HDIソリューションは
中堅・中小企業でも導入が容易
HP Moonshot Systemが実現するHDI環境
によって、パナソニック ISはどれだけのメリット
を享受できたのだろうか。

「HDIのレスポンスは期待通りでした。リモー
トデスクトップとは思えないほど軽快に動作し
ます。第 1フェーズとして従来のVDIユーザーを
HDIに移行しましたが、第 2フェーズでは、高性
能なPCを使っている開発系のパワーユーザー
も移行対象に加えていく考えです」と高垣氏は
パフォーマンス向上の成果を語る。

サーバー機器群の収容スペースは半分以下に
削減できたという。仮想化されたVDI環境より
もHP Moonshot Systemによる物理環境の
方が省スペース、というのは注目すべき事実だ。
では、消費電力の観点ではどうだろうか。

「VDI環境では常にサーバーの電源が入っている
状態でした。新しいHDI環境では、1ノードごとに
電源ON-OFFを自動制御する仕組みを用意して
全体の消費電力を抑制しています」（越智氏）

HDI環境は、一般のデスクトップPCとの比較
で、消費電力を約50%削減※できるという試算
もある。（※日本HP調べ：900ユーザーを想定した試算）

今回、パナソニック ISでは 1ユーザーとHP 
ProLiant m700サーバーカートリッジを固定
的に割り当てる「非プロビジョニング方式」を採
用した。より物理PC環境に近い構成と言える。
1ユーザーとサーバーカートリッジを動的に割り
当てる「プロビジョニング方式」も選べるので、
自社の運用ポリシーに照らした導入が可能だ。

「非プロビジョニング方式では、運用がよりシン
プルになるメリットがあります。SSDの障害に際
しても、コンポーネント単位で交換可能なので
従来型PCのメンテナンスとさほど変わらない
感覚で対応できるでしょう」（越智氏）

デスクトップ環境ポートフォリオ

【ユーザー】
   ● 性能を必要とする環境向き
   ● 低セキュリティレベル
【管理者】
   ● サーバー管理スキルは不要

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

セキュリティ

【ユーザー】
   ● 性能を必要とする環境向き
   ●  高セキュリティレベル
【管理者】
   ● デスクトップに近い管理スキル
   ● スモールスタートが容易

【ユーザー】
   ● 性能を必要としない環境向き
   ● 高セキュリティレベル
【管理者】
   ● サーバー管理スキルが必要
   ● スモールスタートが難しい

HDIFATPC

VDI

パフォーマンス

【アプリケーション】

占有
【OS】

占有
【物理リソース】

占有

【アプリケーション】

占有
【OS】

占有

共有
【物理リソース】

物理リソース、OS、アプリケーションを占有

HDI
物理リソースは共有利用

VDI

APP

OS

APP

OS

APP

OS

APP

OS

Virtualization

APP

OS

APP

OS

APP

OS

APP

OS

APP

OS

運用

HDI VDI

【障害の影響範囲】

小
【管理】

FAT PCの延長
【増強】

カートリッジ

【障害の影響範囲】

大
【管理】

要スキル
【増強】

ハードウェア

FAT PCの延長で管理できる 仮想化をはじめとするサーバー管理スキルが必要

APP

OS

Virtualization
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/Windows 2012

StoreFront 2.5
/Windows 2012

XenDesktop 7.5
Controller

/Windows 2012

XenDesktop 7.5
Controller

/Windows 2012

SCCM 2012 R2
/Windows 2012

SCCM 2012 R2
/Windows 2012

HP ConvergedSystem 
100 for HDI

Windows 2008 R2 Hyper-V

HP ProLiant DL180

HP ProLiant m700
サーバーカートリッジ×60（240ノード）
【1ノードあたり】
●AMD Opteron™ X2150 APU
　（4コア+Radeon GPU）

●8GBメモリ　●64GB SSD　●Windows 7 　

●Citrix XenDesktop 7.5

シンクライアント
ノート型

シンクライアント

240ユーザー最大

導入システム

タブレットPC型
シンクライアント

パナソニック ISは、Citrix製品による仮想化ソ
リューションにおいて豊富な実績を誇る。その
ポートフォリオに、新たに「HDIソリューション」
が加わることになる。

「オンプレミスでのHDIシステム構築、DaaS
によるオンラインサービス、その両面からHDI
ビジネスを組み立てていきます。すでにHP 
Moonshot Systemに特化したHDI専任エン
ジニアの育成にも着手しました」（高垣氏）

酒井氏は、「HDIは、単に既存のPCを置き換え
る手段ではない」と指摘して次のように締めく
くった。

「従来型PCで不可能だったことが可能になる
―ここにHDIの本質的な価値があります。
たとえば、仕事をする場所をデスクから解放す
る、タブレットPCから社内システムにアクセス
して商談をスムーズに進めるなど、企業に様々
な変革をもたらします。“働き方を変えるため
の戦略投資”としてHDIを捉えるべきではない
でしょうか。私たちは自ら実践してお客様への
ご提案に活かしてまいります」

記載事項は2014年9月現在のものです。

高垣氏は、この“従来のPC環境の延長線上で
運用できる”というメリットに着目した。

「VDIは、サーバーとストレージ、仮想化ハイ
パーバイザーなど様々なテクノロジーの集合体
です。これに対してHDIは、仮想化レイヤーを
持たず構成がシンプルなため非常に運用が容
易です。HDIなら、仮想サーバー環境の運用ノ
ウハウのない中堅・中小のお客様にもお勧め
できると考えました」（高垣氏）

2014年4月のWindows XPサポート終了を見
据えてVDIを検討した企業は多い。しかし、実際
の商談では、「仮想化環境を運用できる社員が
いないから諦めた」というケースが目立ったとい
う。「HDIはVDIよりも導入ハードルが低い」と
いう着眼点が、SIerとしてのパナソニック ISに新
たな商機をもたらすかもしれない。

ベネフィット
HDIは
“働き方を変えるための戦略投資”
パナソニック ISは、松下電工（現パナソニック）の
システム部門として基幹業務システムを中心に
数々の開発・運用を手がけ 1999年に独立した。

「お客様にソリューションをご提供するにあ
たって、重要なテクノロジーは“自ら使って検証
する”ことを基本としている」と酒井氏が言う通
り、パナソニック IS のSIerとしてのアプローチ
は、常に実践経験に基づいている。自ら蓄積し
たノウハウを活かした構築・運用プロセス、現
場で検証されたテクノロジー、ユーザー視点か
ら厳選したソリューション群がその強みだ。

「導入したHDI環境の運用・活用を通じて新たな
ノウハウを蓄積していく考えです。強固なクライ
アントセキュリティ、運用負荷の軽減というVDI
で実証されたメリットをさらに高めて、HDIなら
ではの高パフォーマンスを利用できる価値を広
くご紹介していきたいと思っています」（高垣氏）

ソリューション概略

ハードウェア
• HP ConvergedSystem 100 for 

HDI（HP Moonshot System／
HP ProLiant m700サーバー
カートリッジ）

サービス
• ファウンデーションケア

• ファクトリーエクスプレス
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チャレンジ
日本とアジアを結ぶ
沖縄クロス・ヘッドのビジネス戦略
沖縄クロス・ヘッドは、沖縄県ならではの強み
を活かした「グローバルに通用する高品質な IT
サービス」の提供を目指して2006年に設立さ
れた。自社の持つ高度なネットワーク技術を核
に、ユニークな製品群を組み合わせたプロダク
トサービス、日本とアジア圏を結ぶネットワーク
サービス、24時間365日・有人によるマネージ
ドサービス、顧客ごとの要求にきめ細やかに
応えるシステムインテグレーションまで、急速に
ビジネス領域を拡大させている。

「私たちは、自らを『クラウドサービスプロバイ
ダー』と位置づけていますが、来年には変わって
いるかもしれません」と技術部 部長の今井良氏
が言うほど、その成長スピードは速い。

「沖縄県を中心に円を描くと、日本の本土とアジ
ア圏がすっぽり収まることに気付かれるはず
です。沖縄県内に ITインフラを整備し、私たちの
強みであるネットワーク技術を活かして、日本と
アジアに様々なサービスを提供していこうとい
うのが私たちの大きな戦略です」（今井氏）

沖縄県は、税制の優遇措置や人材育成制度の整
備など、県を挙げて IT関連産業の振興に力を入
れている。2015年 1月時点で IT関連企業346
社が県内に立地し、およそ2万6千人の雇用創
出を達成した。現在、沖縄県は「クラウドコン
ピューティング拠点形成」に向けた取り組みに
も注力している。

沖縄クロス・ヘッドが、
HP Moonshot Systemによるデスクトップ向け
クラウドサービス「Reemo（リーモ）」を開始
HP Moonshot System / HP ProLiant m700サーバーカートリッジ
を採用しHDI（Hosted Desktop Infrastructure）による
高品質なDaaSサービスを実現

2015年9月、沖縄クロス・ヘッドがユ
ニークなクラウドサービス「Reemo
（リーモ）」の提供を開始した。HP 
Moonshot System / HP ProLiant 
m70 0サーバーカートリッジを
採用し、HDI（Hosted Desktop 
Infrastructure）による高品質な
リモートデスクトップサービス
を実現。これに自社開発のファイル
共有サービス、データバックアップ
サービスを統合し、働き場所を選ば
ない「Workspace as a Service」
を提案している。リモートオフィス
の概念を一歩進めたクラウドサー
ビスが、沖縄発の台風の目になる
かもしれない。

目的
クラウドサービス「Reemo（リーモ）」の
新規ビジネス立ち上げ。いつでも、どこから
でも、デバイスを選ばず必要な情報にアク
セス可能なリモートデスクトップサービスを
起点に、顧客企業のワークスタイル変革を
支援する「Workspace as a Service」の
実現を目指す。

アプローチ
リモートデスクトップサービスに、自社開
発のファイル共有サービス、データバック
アップサービスを統合。ユーザーを会社の
デスクから解放し、リモートで快適に業務
を遂行できるワークスペースをクラウドで
実現する。また、高性能なサービス基盤を
採用しサービス品質においても差別化を
図る。

ITの効果
• HP Moonshot Systemを採用しHDI（Hosted 

Desktop Infrastructure）ベースの「Reemo
サービス基盤」を構築、VDI（Virtual Desktop 
Infrastructure）によるDaaSを上回るパ
フォーマンスと快適な操作性を実現

• HP ProLiant m700サーバーカートリッ
ジ（45サーバーノード）を採用し180ユー
ザーのリモートデスクトップ環境を4.3U
のスペースに超高密度に集約

• リモートデスクトップソフトウェア
「Splashtop Business」を採用し高速な
画面表示や快適な動画再生を実現

ビジネスの効果
• HDIの採用により高品質かつ競争力の高
いリモートデスクトップサービスを実現

• 企業およびエンドユーザーに柔軟なワー
クスペース（バーチャルオフィス）を提供
可能に

• 仮想化レイヤーのないシンプルで運用・
保守の容易なサービス基盤を実現

• HDIシステムの自社導入が難しいSMBで
も手軽に採用できる4ユーザーからのクラ
ウドサービスを実現
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「私たちは、県が整備した『沖縄県クラウドネット
ワーク』の運営も担当しています。これは、県内
のデータセンターや大学、IT津梁パークなどの
主要拠点を光ファイバーで結ぶ高速かつ高信頼
なリングネットワークです。沖縄県が IT企業と
ITサービスの一大集積地になるための、戦略的
なインフラのひとつに位置づけられています」
（今井氏）

沖縄クロス・ヘッドは、強力な追い風に乗って
新たなサービス戦略を次々と打ち出している。
IaaS / PaaS / SaaSのメニューを充実させたクラ
ウドサービス「CUMO（キューモ）」、クラウドで共
有可能なファイルサーバーに2重のバックアップ
を組み合わせた「nas2cloud（ナスツークラウド）」
など、いずれも中堅・中小規模の企業ユーザーの
使い勝手に考慮したサービスが特長だ。

「2015年9月、満を持してリモートデスクトップ
サービス『Reemo（リーモ）』の提供を開始しま
した。いつでも、どこでも、デバイスを選ばず必
要な情報にアクセス可能なクライアント環境を
提供し、お客様のワークスタイル変革を支える
『Workspace as a Service』の実現を目指す
ものです」と事業企画室 リーダーの澤幡知美氏
は話す。

Reemoの中核システムには超高密度サーバー
「HP Moonshot System」が採用された。仮
想化技術を使わないリモートデスクトップ環境
「HDI（Hosted Desktop Infrastructure）」に
よるサービス基盤である。

ソリューション
Workspace as a Serviceの実現を目指す
「Reemo（リーモ）」のサービス基盤
リモートデスクトップサービスのクラウド提供、
いわゆるDaaS（Desktop as a Service）で先
行するサービス事業者は少なくない。後発とも
いえる沖縄クロス・ヘッドは、どのような戦略で
差別化を図ろうとしたのか。

「まず、いかに『お客様にとって快適なサービス』
を提供するか、技術的な見地からサービス基
盤を徹底的に検討しました。たとえば、企業の
クライアント環境は始業時間にアクセスが集
中することは明らかです。複数のユーザーがシ
ステムのリソースを奪い合う仮想デスクトップ
（VDI：Virtual Desktop Infrastructure）では、
高いサービス品質を維持することは難しいと
考えていました」（今井氏）

沖縄クロス・ヘッド株式会社
技術部
部長
今井 良 氏

沖縄クロス・ヘッド株式会社
事業企画室
リーダー
澤幡 知美 氏

沖縄クロス・ヘッド株式会社
技術部
プロダクトグループ
開発チーム
赤嶺 一馬 氏

“沖縄県を中心に、日本とアジアに様々なサービスを提供していこうという私たちの戦略は、
いよいよ新しいステージに立つことになります。
これからも、HP Moonshot Systemのような革新的なテクノロジーを積極的に採用して、
お客様にとって快適なサービス、
価値の高いサービスを追求して行きたいと思っています”

ー沖縄クロス・ヘッド株式会社 技術部 部長 今井 良 氏

そこで今井氏が着目したのが、超高密度サー
バー HP Moonshot Systemを利用するリモー
トデスクトップソリューション「HDI（Hosted 
Desktop Infrastructure）」だった。

「HP Moonshot Systemとの出会いがReemo
のプロジェクトを大きく前進させました。
1シャーシ内に180ノードの物理環境を収容す
るHP Moonshot Systemが、HDIという革新
的なソリューションを実現します。HDIでは、1
ユーザーに1つの物理環境が割り当てられその
リソースを占有でき、常に高速で快適な使用体
験を提供できます。サイジングミスやユーザー増
に伴うリソース不足の心配もなく、VDIで起こり
うる様々な課題を解消できると直感しました」
（今井氏）

HP Moonshot Systemは、 4つの独立したPC
リソースを搭載したリモートデスクトップ専用の
「HP ProLiant m700サーバーカートリッジ」を
1シャーシ内に45枚収容することで、180ユー
ザーのデスクトップ環境をわずか4.3Uのスペー
スに「物理的に集約」可能だ。ハイパーバイザーの
知識を持たない管理者が扱えるメリットも見逃
せない。

「仮想化レイヤーを持たず、180台の物理PC
に相当するサーバーカートリッジをデータセン
ターに集約するHP Moonshot Systemは、私
たちにとって理想的なプラットフォームでした」
（今井氏）

Reemoの「サービス基盤による差別化」を可能
にした、もうひとつのテクノロジーがある。スプ
ラッシュトップのリモートデスクトップソフト
ウェア「Splashtop Business」である。

「タブレットを会社のPCにつないで画面転送
で動画を再生したのですが、圧倒的なスピード
に感動すら覚えました。『これをリモートデス
クトップに使えたらすごい』と考えましたが、
VDI環境では期待したほどのパフォーマンス
が出せませんでした。画像のエンコード処理で
著しくCPUのパワーを消費してしまうことが
原因でした」（今井氏）
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この課題を解消したのもHDI環境だった。HP 
Moonshot Systemに収容する「HP ProLiant 
m700サーバーカートリッジ」には、GPUを統
合したAMD Opteron X2150 APUが搭載さ
れている。スプラッシュトップ日本法人で代表
取締役を務める水野良昭氏は次のように話す。

「HP Moonshot Systemでは、強力なGPUリ
ソースを使ったエンコードの高速処理が可能
です。AMD社の協力を得てドライバーをチュー
ニングした結果、Splashtop Businessならで
はの高いパフォーマンスを引き出すことがで
きました」

Splashtopは、モバイルルータを使って外出先
から自宅PC を操作する、PC上のゲームをタ
ブレットから楽しむ、といったコンシューマー用
途で世界1,800万ユーザーを誇るベストセラー
のアプリとして知られる。Splashtop Business
は、これを法人向けクラウドサービスに最適化
した製品である。

「HP Moonshot SystemとSplashtop Business
により、お客様にとって快適なReemoのサービ
スを実現するインフラ側の準備は着実に進んで
いきました。まず、『サービス基盤による差別化』
の確証を得ることができたのです」（今井氏）

オフィスの IT環境を
まるごとクラウド化するReemo
沖縄クロス・ヘッドは、日本ヒューレット・パッ
カードとスプラッシュトップの支援を受けて、
Reemoサービス基盤の構築と検証を進めた。
これと平行してReemoのサービス設計とビジ
ネス戦略も練られていった。澤幡氏は次のよう
に話す。

「Reemoには、HDIによる高品質なリモートデ
スクトップサービスを中心に、自社開発のファ
イル共有サービス、データバックアップサービ
スを統合しました。お客様のオフィスにはPC
とネットワークとファイルサーバーがあって、
ファイルを共有しながら様々な共同作業を進
めていらっしゃることと思います。私たちが
Reemoで目指したのは単なるDaaSではなく、
オフィスの IT環境をまるごとクラウド化する
『Workspace as a Service』なのです」

ターゲットは大きく2つ設定された。まず中堅・
中小規模の企業（SMB）、もうひとつはVDI環境
を自社導入済みの企業である。沖縄県の強力
な ITインフラを活用し、首都圏や関西圏、九州
を中心に広範な顧客獲得を狙う。

「お客様には、自社でのシステム導入や運用が
不要で、使い勝手の良いリモートデスクトップと
ファイル共有環境を即座にご利用いただけま
す。データバックアップサービス、24時間365日
の有人監視もセットで、4ユーザー /月額4万円
（台数限定のキャンペーン価格）からのご提供
です」（澤幡氏）

Reemoは、ユーザーを会社のデスクから解放
し、いつでも、どこからでも、多様なデバイスから
快適に業務を遂行できる「ワークスペース」を
クラウド上に実現する。VDIベースのDaaSの
対抗馬としても、スペック・品質・価格それぞれ
で優位性がある。

「お客様側で用意していただくのは、ふだん利用
しているPCやタブレットとインターネットへの
接続環境だけです。VPNもファイアウォールも
不要で、セキュアな画面転送型リモートデスク
トップサービスを即座に利用できます。ファイル
共有やバックアップのために他のクラウドサー
ビスを併用する必要もありません」（今井氏）

HDIサーバーであるHP Moonshot System
とファイルサーバーは、沖縄クロス・ヘッドの
データセンター内で高速に結ばれている。ファ
イルサーバーは定期的にクラウドへフルバック
アップされるのでデータ保護も安心だ。

「すでにVDIを導入している企業の中には、レ
スポンスの低さに不満を持っている方も数多
くいらっしゃいます。実際に、県外のお客様に
Reemoのデモ環境をお使いいただいたので
すが、『同じオフィスアプリケーションの動作
がここまで速くなるとは』と驚かれています」と
澤幡氏は手応えを示す。

HDIプラットフォーム

ファイルサーバー
（個人フォルダ／共有フォルダ）

フルバックアップ
（1日単位）

24時間365日・
有人監視

1ノードあたり
・AMD Opteron™ X2150 APU
  （4コアCPU+GPU）

・8GB ECC メモリ / 64GB SSDを搭載

1カートリッジあたり
4つの独立したPCリソースを搭載

4.3Uに180ユーザー分の「固有」のPCリソースを集約

オフィスのIT環境をまるごとクラウド化

4.3U

1シャーシあたり
45カートリッジを搭載

バックアップアプライアンス

沖縄クロス・ヘッド　データセンター

ファイルサーバーと
データバックアップ
サービスを統合

使いやすさと安心
HP Moonshot System
HP ProLiant m700サーバーカートリッジ
（1シャーシに180ユーザー分の物理環境を収容）

高品質なサービス
Splashtop Business
リモートデスクトップ
ソフトウェア

ストレスのない操作

約
17cm

約18cm

1 3
2 4

サービス基盤

スマートフォン

ノートPC

デスクトップ
PC

タブレット

スプラッシュトップ株式会社
代表取締役
水野 良昭 氏
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HDIプラットフォーム

ファイルサーバー
（個人フォルダ／共有フォルダ）

フルバックアップ
（1日単位）

24時間365日・
有人監視

1ノードあたり
・AMD Opteron™ X2150 APU
  （4コアCPU+GPU）

・8GB ECC メモリ / 64GB SSDを搭載

1カートリッジあたり
4つの独立したPCリソースを搭載

4.3Uに180ユーザー分の「固有」のPCリソースを集約

オフィスのIT環境をまるごとクラウド化

4.3U

1シャーシあたり
45カートリッジを搭載

バックアップアプライアンス

沖縄クロス・ヘッド　データセンター

ファイルサーバーと
データバックアップ
サービスを統合

使いやすさと安心
HP Moonshot System
HP ProLiant m700サーバーカートリッジ
（1シャーシに180ユーザー分の物理環境を収容）

高品質なサービス
Splashtop Business
リモートデスクトップ
ソフトウェア

ストレスのない操作

約
17cm

約18cm

1 3
2 4

サービス基盤

スマートフォン

ノートPC

デスクトップ
PC

タブレット

ベネフィット
海底ケーブルの陸揚げで
沖縄は「アジア情報通信ハブ」へ
ワークスタイル変革サービス「Reemo」のビジネ
スは立ち上がったばかりだが、今井氏、澤幡氏は
すでに勝機を感じ取っている様子だ。

「お客様のReemoへのご評価は上々で、すで
に複数の検証が始まっています。OA系の販売・
サービスネットワークを持つパートナー様には
『売りやすい商材』として捉えていただけまし
た。お客様目線で様々な課題やニーズをフィー
ドバックいただけますので、Reemoの改善に
つなげていきたいと思っています」（澤幡氏）

HDIシステムの自社構築や運用が難しいSMB
企業でも、クラウドなら手軽に導入できる。HDI
の使用感をReemoで試してみる方法もあるだ
ろう。

「Reemoでより多くのお客様にHDIを体験し
ていただき、将来的にオンプレミスでのHDI環
境構築や、クラウドサービス『CUMO』と連携す
るような提案へとつながるようなビジネス展
開を考えています」 （今井氏）

インフラ構築を含む開発全般を担当した技術部 
プロダクトグループ 開発チームの赤嶺一馬氏は、
Reemoプロジェクトを振り返って次のように話す。

ソリューション概略

ハードウェア

• HP Moonshot System

• HP ProLiant m700サーバーカートリッジ

「私自身初めての経験となる大規模なプロジェ
クトでしたが、日本ヒューレット・パッカードと
スプラッシュトップ両社の支援もあり無事に
完遂させることができました。HP Moonshot 
Systemは、様々な仕様のサーバーカートリッジ
を組み合わせて収容し、業務アプリケーション
とクライアント環境を1ボックスで構築するよ
うな構成も考えられます。このユニークなサー
バーのポテンシャルには興味が尽きません」

現在、沖縄県が進めている「アジア情報通信ハブ
形成促進事業」では、シンガポールから香港を経
由して首都圏を結ぶ通信回線（海底ケーブル）の
沖縄県への陸揚げが計画されている。2015年
度中には実現する見通しだ。今井氏は、今後の展
望を含め次のように語って締めくくった。

「沖縄の主要拠点を高速で結ぶネットワークに、
この大容量の通信回線が接続されることで、沖
縄という地のメリットはさらに高まります。沖縄
県を中心に、日本とアジアに様々なサービスを
提供していこうという私たちの戦略は、いよい
よ新しいステージに立つことになります。これか
らも、HP Moonshot Systemのような革新的
なテクノロジーを積極的に採用して、お客様に
とって快適なサービス、価値の高いサービスを
追求して行きたいと思っています」

記載事項は2015年10月現在のものです。Splashtop社製品は、現在HPE Moonshotの正規認定ソフトウェアではございません。
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iSource社はスイスを拠点とする、顧客中心型
のITアウトソーシング/クラウドコンピューティン
グプロバイダーで、IaaS（Infrastructure-as-a-
Service）、PaaS（Platform-as-a-Service）、
DaaS （Desktop-as-a-Service）といった幅広
いサービスを提供しています。同社は、すべての
顧客にそれぞれが必要とするソリューションを
確実に提供する、という理念のもとビジネスを
展開しているため、各企業の規模とワークロー
ドのニーズに合わせてコンピューティングリソー
スを調整しなければならないケースが少なくあ
りません。

iSource社のDaaSを利用する顧客の間で、多
くのリソースを必要とするマルチメディアアプリ
ケーションが増加し、ノートパソコン、タブレッ
ト、スマートフォンといった多様なエンドユー
ザーデバイスの統合が進む中、仮想デスクトップ
インフラストラクチャ（VDI）や共有コンピュー
ティングリソースを使用する同社の標準的なア
プローチでは、パフォーマンスを拡張してグラ
フィックス処理に関するニーズの増大に対応す
ることはできませんでした。同社が実行してい
る多くのソフトウェアのライセンスモデルを考
慮すると、最善の策は、それぞれの顧客に専用
のハードウェアを提供することでしたが、従来の
ハードウェアインフラストラクチャはコスト効果
が低く、このような移行を進めながら競争力を
維持するのは困難でした。

iSource社がHP Moonshotにより
グラフィックス関連の課題を容易に克服
スイスのクラウドプロバイダーが、
HP ConvergedSystem 100 for Hosted Desktopにより
妥協のないデスクトップパフォーマンスを実現

IT関連のアウトソーサーおよびク
ラウドプロバイダーとしてスイスで
事業を展開するiSource社は、VDI
ベースのDaaS（Desktop-as-a-
Service）プラットフォーム上でグ
ラフィックスを多用するワークロー
ドを適切に処理できないという問
題を抱えていました。そこで、HP 
Moonshotをベースに専用のコン
ピューティングリソースを使用した
ホステッドデスクトップ（仮想化し
ない物理リモートデスクトップ）を
実装した結果、同社は総所有コスト
（TCO）を30%削減するとともに、
パフォーマンスを低下させることな
く、完全にリニアなスケーラビリティ
を実現し、ほぼすべてのワークロー
ドを処理できるようになりました。そ
してこれにより、サービスポートフォ
リオを拡大して各顧客のワークロー
ド要件に対応できる柔軟性を獲得し、
卓越したコスト競争力を維持する
ことが可能になりました。

目的
パフォーマンス、スケーラビリティ、および
コスト競争力を高め、多様な顧客のワーク
ロードをサポートする。

アプローチ
HPのクラウドサービスプロバイダーで
あるiSource社は、HPとの関係を活かし
て、HP Helion CloudSystemをベースに
HP ConvergedSystem 100 for Hosted 
Desktopを自社のiCloudサービスに導入。

ITの効果
• グラフィックスを多用するホストテッド
デスクトップのワークロードに対し、完
全にリニアなスケーラビリティを実現

• 新たな顧客環境を迅速かつ容易に構築
することで、市場投入期間を短縮

• 総所有コストを30%削減 

ビジネスの効果
• 柔軟なアーキテクチャーとワークロード別
の多様なサーバーにより、新たな市場機
会を開拓

• ユーザー数、競合のテクノロジー 
(RDSH、VDI)、および使用するライセンス
に応じ、ユーザーあたりの価格を80 CHF
から50 CHF (80.66米ドルから51.88米
ドル) に引き下げることで、競争力を強化

• 約2年で投資を回収
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そこで同社はクラウドサービスプロバイダーと
して、HP Moonshot Systemを早期に導入し、
すぐさま高密度のアーキテクチャーとワーク
ロード別のサーバーアプローチにメリットを見
出しました。HP Moonshotは導入後間もなく、
同社のホステッドデスクトップのニーズに最適
なソリューションとなったのです。

iSource社のエンジニアリングおよびコンサル
ティング責任者であるHerby Schenker氏は、
次のように述べています。「Moonshotのリニ
アなスケーラビリティ、そしてコスト効果の高
い方法ですべてのユーザーに専用のハードウェ
アを提供できるというメリットが、お客様のパ
フォーマンス要件を満たし、ソフトウェアライ
センスの問題を克服するうえで重要なポイント
となりました」

強力なグラフィックス処理能力と
TCOの低減
iSource社では、HP Moonshot 1500シャーシ
にHP ProLiant m700サーバーカートリッジ
を45台搭載したHP ConvergedSystem 100 
for Hosted Desktop（CS100）を実装し、HDI
デスクトップを実行することにしました。このソ
リューションは現在、HP Helion CloudSystem
をベースとする同社の iCloud DaaSサービス
の一部として、180ユーザーのホステッドデスク
トップ環境をサポートしています。

Schenker氏は次のように説明します。「当社
ではHP CloudSystemを活用してプライベー
ト/ハイブリッドクラウドサービスを構築してお
り、お客様はそれぞれが個別に、独自のActive 
Directoryを実行しています。また、お客様は
使用するハイパーバイザーテクノロジーを自由
に選択することも、複数のハイパーバイザーテ
クノロジーを必要に応じて組み合わせることも
できます。CloudSystemは、サービスの提供
開始から終了に至るまでのプロセス全体に対
応しています。今のところ、HP Moonshotは
CloudSystemに完全に統合されてはいません
が、将来そうなることを期待しています」

“CS100により、
お客様が当社のプラットフォームで実行したいと考えている、
ほぼすべてのワークロードを
サポートできるようになりました”

ーiSource社　CTO　Herby Schenker氏

CS100は、クラウド、モビリティ、およびビッグ
データで定義されるNew Style of ITに移行
する企業を強力にサポートするソリューション
です。iSource社はCS100を導入したことで、
各ユーザーに専用のコンピューティングリソー
スを提供するとともに、それぞれが必要とする
デスクトップアプリケーションをパフォーマン
スを低下させることなく実行できるようにした
うえ、総コストを削減することにも成功しまし
た。実際、同社ではユーザー 1人あたりの価格を
80CHFから50CHF（80.66米ドルから51.88
ドル）にまで低減させました。

この点について、Schenker氏は次のように説明
します。「CS100の導入により、当社の総所有コ
ストは約30%減りました。その結果、価格競争
力が大幅に向上し、お客様に卓越したデスクトッ
プエクスペリエンスを提供できるようになりま
した。これまで、グラフィックスを多用するアプ
リケーションは敬遠してきましたが、CS100に
より、お客様が当社のプラットフォームで実行し
たいと考えている、ほぼすべてのワークロード
をサポートできるようになりました」

HP Moonshotの効率性とコスト効果を踏ま
え、iSource社は約2年以内に投資を回収し、
利益を創出できると見積もっています。

より多くの顧客のニーズに対応
できるリニアなスケーラビリティ
CS100と革新的なMoonshotアーキテク
チャーの導入により、iSource社はコスト効果
が高く、最大限のパフォーマンスが得られてか
つユーザー追加のための拡張作業も簡単な環
境をベースに、あらゆる規模の顧客にホステッド
デスクトップを提供できるようになりました。

Schenker氏は次のように述べています。
「Moonshotは完全にリニアなスケーラビリ
ティを実現します。サーバーの増設も非常に簡
単で、各ノードのパフォーマンス特性が損なわ
れることがないと確信しています」
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また、同氏はHP Moonshotについて、さまざ
まな種類のワークロードに最適なサーバーを
配備できる高度な柔軟性を評価しています。こ
のような柔軟性は、顧客を重視する iSource社
がミッションを達成し、サービスポートフォリオ
を拡大するうえで非常に重要です。

Schenker氏は次のように語ります。「当社には
現在、市場投入期間を大幅に短縮できる、これ
まで以上に包括的なポートフォリオがあります。
ProLiant m700サーバーでのオペレーティング
システムの展開は非常に簡単で時間もかかりま
せん」

さらに、HP Moonshot Systemは管理も容易
なため、iSource社では、インフラストラクチャ
を管理するために、IT部門全体からエンジニア
を集めて大規模なチームを編成することなく、
管理者の数を減らすことができました。

ソリューション概略

ハードウェア
• HP Moonshot System

• HP ProLiant m700サーバーカートリッジ

ソフトウェア
• vWorkspace 8.5

•  Microsoft® Windows 8.1

サービス
• Moonshotコンピテンスセンター 
  （グルノーブル）

• ハードウェアメンテナンス/サポート

柔軟性の向上により、
さらなる市場機会を獲得
iSource社は、HP Moonshotを導入したこと
で、近い将来、自社のポートフォリオをさらに拡
大できるようになると見ており、特に成長著し
いモバイル市場でのアプリケーションデリバリ
サービスの新規展開において、HP ProLiant 
m710サーバーが大きな役割を果たすと考えて
います。

これについて、Schenker氏は次のように説明
します。「ProLiant m710は、グラフィックス
処理能力を大幅に高めてくれます。当社では、
2、3台の仮想マシンだけで十分という、小規模
な環境を運用するお客様にもProLiant m710
をお勧めしたいと考えています」

同氏は最後に次のように述べています。「HP 
Moonshotは、iSourceが直面してきた数多く
のビジネス課題を解決してくれるソリューション
です。Moonshotを導入したことで、お客様に
包括的なサービスポートフォリオを提供できる
ようになり、それが顧客満足度の向上、さらに
はビジネスの成長へとつながっています。そし
て最も重要なメリットは、非常に経済的な方法
で環境を拡張してコスト競争力を維持し、安定
した収益が得られるようになったことです」

記載事項は2015年2月現在のものです。
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時間や場所を問わず
妥協のない
PCエクスペリエンスを実現
ブレムガルテン校が、
HP ConvergedSystem 100 for Hosted Desktopを選択

Stef fen  Informat ik社により
Bremgartenの各校舎をつなぐネッ
トワークが構築されたことに加え、
HP ConvergedSystem 100 for 
Hosted Desktopを実装して、多
数のシンクライアント、ノートパソ
コン、およびプリンターを相互接続
したことにより、ブレムガルテン校
は、同校に固有の要件のすべてに
対応し、各教室に最新のIT環境を
提供する、拡張性とパフォーマンス
に優れたITインフラストラクチャの
メリットを享受できるようになり
ました。

お客様の概要
ブレムガルテン校 –次世代への投資
ブレムガルテン（スイス・アールガウ州）という地
名、そしてその古く趣のある街並みについて尋
ねられた人の多くが、「静かで穏やか」、「歴史的」
といった単語を最初に思い浮かべます。しかし、
ロイス川のほとりにあるこの地域都市は、多様
な歴史的景観や美しい建造物だけでなく、人々
の暮らしや企業のビジネスを発展、成長させる
うえで理想的な環境が整っているという点で注
目を集めています。

その中で重要な役割を担っているブレムガル
テン校では、さまざまな年代の約 1,100人の生
徒が充実した教育を受けられるよう、140人の
教職員がサポートしており、総合中等学校とし
て、小学校、中学校、地域の学校、さらには幼稚
園、保育室、音楽教室まで展開しています。同校
が抱える合計59の教室は、複数の場所にある
複数の校舎に点在しており、学校の運用管理
は、3人の責任者のほか、音楽教室の代表者、お
よび総合中等学校の校長が総合的に受け持っ
ています。

課題
• それぞれが独立した多種多様なPCソ
リューション

• ITインフラストラクチャの拡大に伴う管
理できないシステムの増大

• 教室および校舎間の包括的なネットワー
ク通信機能の欠如

• セキュアなインターネットアクセスの欠如

• ソリューション

• HP ProLiant Moonshot Systemサー
バーカートリッジ

• ラックあたり最大1800台のシステムオン
チップ（SoC）モジュールを搭載できる拡
張性の高いサーバー

• ユーザー間でコンピューティング能力を
共有しないホステッドデスクトップイン
フラストラクチャ（HDI）

• Citrix経由のデータおよびアプリケー
ションへのアクセス

成果
• 卓越したパフォーマンスを発揮する、シー
ムレスな拡張が可能なサーバーインフラ
ストラクチャ

• すべてのシンクライアントおよびノート
パソコンのパフォーマンスの最大化

• 高可用性、最小限のレイテンシ

• 使いやすい一元管理システム

• 新規ソフトウェアおよびソフトウェアバー
ジョンの容易なロールアウト

• 電力およびスペース要件の大幅な低減

• コンポーネント数の低減

• エンドユーザーに対する妥協のないPC
エクスペリエンス
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当初の状況
それぞれが独立した
多種多様なPCソリューション
ブレムガルテン校では長年、パイオニア的存在
として、最新のテクノロジーに関する教育を行
い、（教師、責任者、秘書などの）多くの関係者に
高性能な効率化ツールを提供してきたことか
ら、日々の学校生活でも、当たり前のように IT
が使用されていました。

しかし、長年にわたって ITインフラストラク
チャが着実に拡大する中、多くの領域で現在お
よび将来のニーズに対応できない状況に陥っ
ていました。これについて、ブレムガルテン校の
校長であるGuido Wirth氏は次のように述べ
ています。

「当校の以前のコンピューターインフラスト
ラクチャは主にPCベースで、ネットワーク接
続されていないそれぞれが独立したソリュー
ションを使用しており、革新的で熱心な教職
員が計画、実装、およびサポートに携わってい
ました。以前はこのような運用で問題なかった
のですが、結果的にシステムが急増するという
課題が生まれました。また、教室間、校舎間を
ネットワークでつないで通信を行うことがで
きず、インターネットへの安全なアクセスも保
証されていませんでした」。

要件
校内の IT基盤を刷新
（PC、モニター、プリンターなど）使用している
システムの大部分が寿命を迎えつつある事実
を踏まえ、ブレムガルテン校では適切な代替品
を調達することが不可欠でした。この機会を利
用して、学校の ITを支える安定した基盤を新た
に構築し、今日の教育的要件を満たすだけでな
く、拡張性、柔軟性、およびコスト効果に優れた
ITインフラストラクチャを実装したいと考えて
いた同校では、包括的なニーズの分析を行って
ワーキンググループを設置し、数ある要件の中
でも、特に以下に重点を置いた詳細な仕様を作
成させました。

•中央のサーバーインフラストラクチャ
  -ブレムガルテンの市役所から運用
•各校舎をつなぐネットワーク
  （光ファイバーを使用）
•データおよびアプリケーションの一元的な
ホスティング

•シンクライアントおよびノートパソコンの統合
•すべての校舎からのデータおよびアプリケー
ションへのアクセス

•教職員によるデータおよびアプリケーション
の在宅での使用

•データセンター経由の一元的でセキュアなイン
ターネットアクセス

•幼稚園、ヘルメチウィル・シュタッフェルンの
校舎、ホームオフィスなど、他の場所にある関
連施設の将来の統合（SSL-VPN経由のセキュ
アアクセス）

ソリューション
柔軟性の向上、パフォーマンスを共有する必要の
ない環境、信頼できるパートナー
ブレムガルテン校は、このような要件に基づい
て入札参加者を公募しました。このプロジェクト
は、メーゲンヴィルにあるSteffen Informatik
社に落札され、同社が計画および設置した
ITインフラストラクチャの中核となるのが、
新しいサーバープラットフォームであるHP 
ConvergedSystem 100でした。

これにより、Citrixベースのホステッドデスクトッ
プインフラストラクチャ（HDI）をセットアップ
および運用し、中央のサーバーインフラストラ
クチャのあらゆるメリットを実現できるように
なっただけでなく、仮想化ソリューションのよう
な複雑性もなくなり、パフォーマンスの高さと消
費電力の少なさで新たなベンチマークを確立し
ました。

HP ConvergedSystem 100 for Hosted 
Desktopは革新的な統合プラットフォーム
で、個別に構成してシームレスに拡張できるモ
ジュール方式のシステムにより、4.3Uのシャー
シ 1台につき最大45基のコンパクトなユニット
を搭載可能です。

“HP ConvergedSystem 100 for Hosted Desktopにより、
当校のITを支える
堅牢な基盤を構築できました”

ーブレムガルテン校 校長 Guido Wirth 氏
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カートリッジとも呼ばれるこのシステム要素に
は、マザーボード、CPU、グラフィックスカード、
チップセット、SSDメモリといった、コンピュー
ターに必要なあらゆる要素が組み込まれた高
性能システムオンチップ（SoC）モジュールを最
大4基搭載でき、各シャーシには、最大 180台の
コンピューターを構成することが可能です。

また、シングルラックに収容した10台の
Moonshotシャーシで最大 1,800台のホス
テッドデスクトップ環境を提供できます。HP 
ConvergedSystem 100 for Hosted Desktopは、
一貫してSoCテクノロジーを実装することにより、
各ユーザーに専用のコンピューティング能力を提
供し、各自の環境にハイパフォーマンスPCを導入
したかのような効果をもたらします。

「HP ConvergedSystem 100 for Hosted 
Desktopを導入したことで、各教室の生徒と教
職員全員が、ネットワーク接続され一元的にホ
スティングされた校内 ITにいつでもアクセスで
きるようになっただけでなく、安全なインター
ネットアクセスも実現しました」
（ブレムガルテン校校長 Guido Wirth 氏）

このようなHDI指向の環境では、仮想デスク
トップインフラストラクチャ（VDI）のように、
ハードウェアとそれに伴うコンピューティングパ
フォーマンスをユーザー間で共有する必要があ
りません。

これ以外にも、HPのホストテッドデスクトップ
プラットフォームには、従来のソリューションよ
り消費電力が最大89%少なく、空間要件も大
幅に（最大80%）低減されるといったメリットが
あります。このソリューションは導入の面でも評
価が高く、オペレーティングシステムは、Citrix 
XenDesktopプロビジョニングサービスを介し
て各SoCに迅速かつ効率的に提供されます。

HP ConvergedSystem 100上に構築された
HDIインフラストラクチャは、XenDesktop
環境にも簡単に統合でき、通常のCitrix 
XenDesktop環境のように、ハイパーバイザー
やSANインフラストラクチャを導入する必要が
ないため、複雑性も軽減されます。

成果
将来の要件に対応可能な環境
Bremgartenの各校舎をつなぐネットワークが構
築されたことに加え、HP ConvergedSystem 
100 for Hosted Desktopを実装して、多数の
シンクライアント、ノートパソコン、およびプ
リンターを相互接続したことにより、ブレム
ガルテン校は、同校に固有の要件のすべてに
対応し、各教室に最新の IT環境を提供する、
拡張性とパフォーマンスに優れた ITインフラ
ストラクチャのメリットを享受できるように
なりました。

ソリューション概略

ソフトウェア
• HP ConvergedSystem 100 for HDI 

(HP Moonshot System/ HP ProLiant 
m700サーバーカートリッジ)

• HP ProLiant DL380 Gen8

• HP HPN 5900スイッチ

• HP Care Pack

• HP Thin Client t620および
HP 23インチLEDモニター

• HP ProBook 450

• Citrix XenDesktop with PvS

• Citrix NetScaler

• Microsoft Windows 8.1

パートナー企業が提供するサービス
• 詳細な設計およびプロジェクト計画

• システム評価、コンサルティング

• オンサイトでのシステムのプロビジョニン
グ、設置、実装（関連システムの構成も
含む）

• システムの受け入れテスト

• システム所有者に対するトレーニング

• システムドキュメントの作成と更新

これについて、Guido Wirth氏は次のように述べ
ています。

「どの教室から、ノートパソコンとシンクライ
アントのどちらを使用して中央のデータおよ
びアプリケーションにアクセスするかに関係
なく、すべてのユーザー（最新の集計では合計
370台）が、高性能のコンピューターの処理
能力を最大限に活用できます。しかも、ソフト
ウェアのインストールや更新、データの保管、
バックアップといった作業に手を煩わせる必
要がありません。さらに当校では、運用やメン
テナンスの作業が最小限で済み、新規ソフト
ウェアバージョンのロールアウトも容易で、シ
ステムとメンテナンスに必要なコストも比較
的低額に抑えることができるといった、中央の
サーバーインフラストラクチャのメリットを享
受しています。また、ITインフラストラクチャ
を拡張して、幼稚園やヘルメチウィル・シュタッ
フェルン内の校舎をはじめとする関連施設と
の接続、在宅勤務の許可を受けた教師に対す
る校内ネットワークへの安全なリモートアク
セスの提供といった、今後新たに発生しうる
ニーズに対応できるオプションも重要でした。
消費電力の低減も特筆すべきメリットで、PC
の一般的な消費電力が 70ワットであるのに
対し、私たちが使用しているシンクライアント
の消費電力はわずか 10ワットです。このよう
な環境および経済面のメリットは、持続可能
な考えや行動を重視する私たちの理念と完全
に一致しています」。

Ste�en Informatik社
スイスを代表する ITサービスプロバイダーであ
るSteffen Informatik社は、1989年に設立され
た所有者経営の企業で、Mägenwil、Pratteln、
Gümligen、St. Gallen、およびZugにオフィス
を構えています。同社はインフラストラクチャ
およびクラウドソリューションのほか、包括的な
コンサルティングサービスの各分野において、
革新的かつ持続可能な ITソリューションを提供
しており、これには、実装に関するアドバイス
から、ITインフラストラクチャ全体の運用まで、
幅広いサービスが含まれます。

設立以来、同社は目覚ましい発展を遂げ、現在
では、スイス国内の数百社の顧客が、約 130人
の優秀なスタッフを擁し、市場をリードする多
くのOEM企業から最高位のパートナー認定を
受けている同社のノウハウや取り組みから大き
なメリットを得ています。

記載事項は2015年3月現在のものです。

ソリューションパートナー
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住宅ローンや金融サービスを扱
う英国有数の企業であるヨーク
シャー住宅金融組合は、ホステッド
デスクトップ環境の維持において
困難に直面していました。従来の
シンクライアントインフラストラク
チャを、Microsoft System Center 
Configuration Managerで管理
するHP Moonshot HDIに置き換
えることで、設置面積を50%以上
削減し、消費電力を50ワットから
12.5ワットに削減しました。HPの
ソリューションは、エンドユーザー
の生産性を向上し、予測可能なパ
フォーマンスを提供すると同時に、
シンプルな管理、運用効率の向上、
TCOの削減を可能にします。

ヨークシャー住宅金融組合が
HP Moonshot HDIで効率性を向上
消費電力の削減、シンプルな管理、TCO削減と同時に、
思いのままのユーザーエクスペリエンスを実現

ヨークシャー住宅金融組合（Yorkshire Building 
Society 以下YBS）は、330万人の利用者と370
億ポンド以上の資産を持つ英国有数の住宅金融
組合です。創業 150年の会員制のこの組織は、住
宅ローン、貯蓄、保険など幅広い製品を提供して
います。社会や人々のファイナンシャルなニーズ
に応えようと尽力してきた結果、YBSは、
Moneyfacts1の2014年度のBest Longer Term 
Fixed Rate Mortgage ProviderおよびFirst 
Time Mortgage Providerを受賞しています。

YBSは直近の2年間で大きく成長し、ウェスト
ヨークシャー州リーズに第2の「本社環境」を整
える必要が出てきました。この成長により柔軟
な業務形態が必要になり、ホットデスキング（共
用デスク）が広く採用されました。チーム間や他
社との連携を強化するため、デスクトップPCは
当初、データセンターのラックや非常時用のオ
フィススペースに積み上げられ、新しくプロビ
ジョニングされたシンクライアントPCからの
RDPアクセスを可能にしていました。

このソリューションは（ブロックを積み重ねる有
名なゲームにちなんで）「PCジェンガ」と呼ばれ、
仮のソリューションとして採用されました。しか
し「PCジェンガ」のデバイスは400台を超え、貴
重なオフィススペースや電力/冷却コストを使
用する上、サービスは管理しにくく一元化されて
いません。このため、このソリューションを見直
し、より強固でスケーラブルなサービスソリュー
ションを提供する必要がありました。

目的
デスクトップインフラストラクチャの展開
を簡素化し、500名の本社従業員をサポー
トする。

アプローチ
HP Moonshot HDIとSystem Center 
Configuration Managerによる Windows 
7デスクトップの仮想化。

ITの効果
• 消費電力を約50ワットから12.5ワットに
削減

• シンクライアント関連設備の設置面積を
50%以上削減

• ITおよび電力のコストを5年間で111,000
ポンド削減

• 将来のデスクトップ戦略に統合できる
プラットフォームを提供

ビジネスの効果
• 簡単なサイジングで信頼性の高いデスク
トップ性能により、エンドユーザーの生産
性を向上

• 運用効率の改善

• それまでの「PCジェンガ」ソリューションに
よる資産スペースの課題を解消し、複数
サイトに渡る柔軟な業務を可能に

1  Moneyfacts Group のWebサイト
http://www.moneyfactsgroup.co.uk/awards/mf/
winners/2014をご覧ください。
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「PCジェンガ」からの置き換えとして、アプリ
ケーション仮想化や完全なパーシステント仮想
デスクトップインフラストラクチャ（VDI）など、
様々なソリューションが検討されました。しか
しながら、アプリケーション仮想化は、使用さ
れるアプリケーション容量の大きさと、仮想化
がもたらすコストと複雑さにより却下されまし
た。またVDIも、ユーザーのハードウェアリソー
スの奪い合いや、さまざまなアプリケーション、
またYBSのデスクトップ入れ替えのタイミング
と合わないため、採用されませんでした。こうし
て、YBSはHP Moonshot HDIに目を向けた
のです。HP Moonshot 1500シャーシに搭載
されたHP ProLiant m700カートリッジは、
ハードウェアリソースを共有しない180個の
Microsoft Windowsデスクトップ環境を収容
できます。

デスクトップサービス部長のStephen Mulley
氏は、「高 密度 で消費 電 力の 少ないHP 
Moonshot Systemのようなシンクライアント
専用ハードウェアを利用することが、当社の目
標とするパフォーマンスや拡張性、効率性に最
適だとわかりました」と話します。

より効率的なHDIを目指す
YBSはHPテクノロジーサービスコンサルティング
を 利 用 し て、Microsoft System Center 
Configuration Manager（SCCM）との統合
など、YBS固有の要件に合わせたホステッド
デスクトップソリューションを計画し実装しまし
た。HP TSコンサルティングは、YBSがSCCM
への投資や現在の利用経験を損なわないよう
に、HP MoonshotとSCCMを統合してテスト
しました。

テストの成功を受けて、YBSはそのソリュー
ションを4台のHP Moonshot 1500シャー
シに導入し、計720のホステッドデスクトップ
を管理できるようにしました。HP TSサポー
トチームは、インストール/スタートアップサー
ビスを提供し、HPファウンデーションケアサー
ビスにより導入後もテクニカルサポートを提

供しています。また、YBSの運用上の要件をサ
ポートするため、HP TSのコンサルティング
サービスにより、ポリシーや手順をすべて文書
化するなどの支援を行い、知識を移譲し、YBS
とそのマネージドサービスプロバイダーである
Computacenterにシステム管理を引き継ぎま
した。このチーム全体によるアプローチが鍵と
なり、アーリーアダプターに起こりがちなリスク
を回避し、ソリューションの導入を成功させるこ
とができました。

HP Moonshotによって、YBSはデータセン
ターのシンクライアントインフラストラクチャ
の設置面積を、それまでのスペースのほんの数
分の一に削減することができました。さらに
YBSは、消費電力を50ワットから12.5ワットに
削減し、冷却コストにおいても節減が見込まれ
ています。

「HP Moonshot HDIにより、シンクライアン
ト環境の隅々に至るまで効率性が向上しまし
た。」と、デスクトップサービス部長のStephen 
Mulley氏は言います。「HP Moonshot HDI
は、デスクトップ性能と信頼性に対する社員の
期待だけでなく、短期間での稼働や導入後の運
用簡素化という経営側の期待にも応えてくれ
ています」

このソリューションによって、YBSはホットデス
ク（共用デスク）の社員の管理を一元化し、ホッ
トデスクではない社員のデスクトップPCを再
配備して、スペースの回復や電力/冷却コストの
節減を行うことができました。さらに重要なこ
ととして、エンドカスタマーに一貫したサービス
を提供できるように なりました。

HP Moonshot HDIを展開したことにより、
YBSの社員は思いのままのデスクトップエクス
ペリエンスを手に入れることができました。YBS
はさらに、TCOを削減するとともに ITの肥大化
を抑え、デスクトップサポートを合理化し運用効
率を向上するという目標を達成することができ
るでしょう。

“HP Moonshot HDI により、
シンクライアント環境の隅々に至るまで効率性が向上しました。
HDI は、デスクトップ性能と信頼性に対する社員の期待だけでなく、
短期間での稼働や導入後の運用簡素化という
経営側の期待にも応えてくれています”

ーヨークシャー住宅金融組合 デスクトップサービス部長 Stephen Mulley 氏

ソリューション概略

ハードウェア
• HP Moonshot System

• HP Moonshot 1500シャーシ×4

• HP ProLiant m700サーバー×720

ソフトウェア
• Microsoft System Center 

Configuration Manager 2012

• Microsoft Windows 7

サービス
• HPテクノロジーサービスコンサル
ティング

• HPファウンデーションケアサービス

記載事項は2015年6月現在のものです。
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Jordan Ahli Bankは1955年に資
本金35万ヨルダンディナールで
設立され、ヨルダン王国の金融界
でイノベーションを起こし続けて
います。先進的な取り組みにより、
ヨルダン金融界の最先端を走り
続けてきました。この哲学はテクノ
ロジー投資にも当てはまります。
最近、Jordan Ahli Bankはデスク
トップの一元化プロジェクトに着
手し、銀行支店における妥協のな
いパフォーマンスと接続性を実現
するため、HP Moonshotソリュー
ションを選択しました。

Moonshot HDIで
銀行支店業務を効率化
Jordan Ahli BankがHP ConvergedSystem 100 for 
Hosted Desktopsへの移行でTCO削減と合理化を実現

イノベーターの優位性
先見の明によって新たなチャンスを発見した場
合、大きな成果を得るには果敢に行動する必要
があり、躊躇すれば競争相手との奪い合いに
なりま す。Yousef Mouasher氏 とSuleiman 
Sukkar氏が 1955年に設立した Jordan Ahli 
Bankは、ヨルダン東部で初めて設立された銀
行です。

やがて、ヨルダン王国で6番目の公開株式会社
となりました。それ以来、主要なヨルダン企業と
して、ヨルダンの歴史と遺産の両方に深い関わ
りを持っています。現在はレバノン、パレスチナ、
キプロスでも事業を展開しています。

IT部門も進歩的な伝統を引き継いでおり、
2010年にはサーバー仮想化プロジェクトを実
施し、データセンターの設置面積の削減、エネル
ギー消費量の節約、そして運用の合理化を実現
しました。

先進的な取り組み
このプロジェクトがきっかけとなり、Jordan 
Ahli Bankはデスクトップ環境の仮想化を検討
し始めました。確かに、多数ある支店のエンド
ユーザーがサーバー仮想化によるコスト削減と
管理上のメリットを享受できれば、企業全体で
の成果につながります。

「デスクトップ仮想化がもたらす柔軟性と信頼性
を、遠隔地の支店で活用するのは名案だと思い
ました」と、Jordan Ahli BankのCTO、Waleed 
Qassem氏は振り返ります。「しかし、目標とす
る機能をそのソリューションで実現するのは、
想定よりも複雑な作業でした」

目的
銀行支店へのデスクトップの提供を改善
し、アップタイム向上、TCO削減、管理の合
理化を実現する。

アプローチ
テクノロジーパートナーのSMS社と連携
し、HP ConvergedSystem 100 for HDI（HP 
Moonshot 1500シャーシとHP ProLiant 
m700サーバー）を通じて数百台のHDI
環境を実装する。

ITの効果
• 従来のVDIアーキテクチャーより90%高
速に実装できるため、使用開始までの時
間を短縮

• ハードウェア障害時に技術者を現地に
派遣する必要がなくなり、アプリケー
ション開発に費やせる時間が増加

• 複雑性、ケーブル接続、ストレージネット
ワークを排除し、データセンターの設置
面積を最小化

ビジネスの効果
• 他のVDIソリューションとは異なり、支店の
ソフトウェアや周辺装置と完全に連携可能

• ハードウェアを最小化し、エンドポイント
の端末の使用期間を2倍に延長すること
で、TCOを44%削減

• 支店の従業員による応急処置を可能にし、
銀行業務のアップタイムを最大化
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しばらく前に、Qassem氏の ITチームは、業界
標準サーバーとMicrosoft/VMwareのソフト
ウェアソリューションを使用したデスクトップ仮
想化環境の構築を検討し始めました。「当初は、
管理、コスト、サポートの面から合理的に見えま
した」とQassem氏は語ります。

不十分なテクノロジー
チームは、支店にあるデュアルクアッドコアの
ワークステーション2台にデスクトップを提供
するという小規模なPOC（Proof-of-Concept）
を実施しました。しかし、問題が発生しました。
「まず、デスクトップがサーバーのすべてのCPU
を独占してしまいました。また、当行の環境内で
どのように拡張できるのかを把握できませんで
した」とQassem氏は振り返ります。

また、支店での接続性も問題になりました。「こ
れらの支店のデスクトップは、すべて顧客サー
ビスに関連しています。これらのマシンのアプリ
ケーションや周辺装置がすべて正常に動作しな
ければ、顧客の不満につながります」とQassem
氏は説明します。

各マシンには小切手スキャナーやプリンター、
バーコードリーダー、場合によってはドキュメン
トスキャナーが接続されているため、周辺装置
を仮想デスクトップ環境に統合できることが必
要です。「何を試しても、周辺装置を正常に動作
させられませんでした」とQassem氏は振り返
ります。

適切なソリューション
この頃、Jordan Ahli Bankのテクノロジーパー
トナーであるSMS（Scientific and Medical 
Systems）社 が、HP Moonshot Systemを使
用したホステッドデスクトップ（HDI：Hosted 
Desktop Infrastructure）の案をQassem氏と
チームに紹介しました。この案では、共有ではな
い専用のリソースをデータセンターからデスク
トップに提供します。「従来のデスクトップ仮想
化手法では失敗していたため、HDIは非常に興
味深い案に思えました」とQassem氏は語り
ます。

その後、HPの営業担当者がヨーロッパのHPラ
ボと連携して、HDIのリモートのPOC（Proof-
of-Concept）を準備しました。「リモートで接続
し、すべてのアプリケーションと周辺装置につい
て、支店のデスクトップを包括的にテストしまし
た。パフォーマンスに問題はなく、すべて正常に
動作しました」とQassem氏は説明します。

Qassem氏が特に強い印象を受けたのは、HDI
のグラフィックス品質でした。「金融機関にとっ
て、グラフィックスの優先度が高いとは思われ
ていないかもしれません。しかし、高解像度の画
像は、署名照合や小切手画像の確認などの重要
な業務で必要なため、グラフィックスは欠かせ
ません」とQassem氏は話します。

専用リソースの活用
最終的に、Jordan Ahli Bankは、HP Moonshot
をベースとしたHDIソリューションを使用して、
支店のデスクトップをリモートで提供することを
決定しました。「このHDIソリューションを従来
のVDIソリューションと比較して評価しました。
POC（Proof-of-Concept）により、HDIは従来の
VDIソリューションよりあらゆる面で優れている
と確認できました。その主な理由は、共有リソー
スではない専用のハードウェアリソース（CPU、
RAM、GPU、SSDストレージ、Ethernetネット
ワーク）をユーザー単位で割り当てているからで
す」とQassem氏は説明します。

HP ProLiant m700サーバー お よびHP 
Moonshot 1500シャーシをベースとするHP 
ConvergedSystem 100 for Hosted Desktops
は、Citrix XenDesktopに最適な検証済みの
ターンキーソリューションであり、単一のHP 
Moonshotシャーシで 180台のユーザー占有型
のデスクトップを提供します。

ProLiant m700には、4基のAMD Opteron 
X2150プロセッサー（プロセッサー、8GBの
RAM）、64GBのオンボードSSDストレージ、統
合型のAMD Radeon HD 8000シリーズグラ
フィックスGPU、デュアルポートGbネットワー
クインターフェイスコントローラーがそれぞれ4
ユーザー分、物理的に独立して搭載されており、
豊富な専用リソースをエンドユーザーに提供し
ます。

“年内にHDI環境を700人のユーザー用に拡大する予定です。
人数が多いように聞こえますが、
HP Moonshotシャーシ4台ですべてを実行できます。
このようなパフォーマンスを業界標準サーバーで実現するには、
70台が必要になるでしょう”

ーJordan Ahli Bank　CTO　Waleed Qassem 氏
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小さな設置面積で大きな成果
Moonshotソリューションは、当面のタスクに
対して最適なサイズのテクノロジーでした。さら
に、競合するVDIソリューションやJordan Ahli 
Bankの以前のデスクトップ環境と比較して、明
確なメリットがあります。

HP Moonshotを使用したHDIの実装は迅速
かつスムーズで、従来のVDIアーキテクチャー
のインストールより最大90%高速でした。「物
理的な準備に長い時間はかかりませんでし
た」とQassem氏は振り返ります。「専用のス
トレージネットワークが不要だったため、簡単
でした。それぞれのm700サーバーカートリッ
ジのローカルストレージですべて実行されま
す。また、これらのMoonshotサーバーには
シャーシ内で直結するネットワークが装備され
ているため、大量のケーブルやネットワークス
イッチを新たに導入する必要もありませんでし
た。リモートアクセス用にCitrixでMicrosoft 
Windowsのデスクトップイメージを展開し、運
用を開始できました」

自己完結型の支店
IT管理者の視点から見ると、支店が自己完結
型になりました。「以前は、支店のデスクトップ
で何らかの障害が発生すると一大事でした」と
Qassem氏は話します。「データセンターにい
る私たちにとっては、技術者を現地に派遣する
必要が生じます。派遣は何時間もかかる場合が
ありました。診断と修理の作業をしている間は、
支店で 1つの端末が使用できないことになり、
顧客サービスに影響が及びます」

HDIを使用すると、問題の有無の確認や、ソフト
ウェア/ネットワークに関する問題の解決を IT
チームがリモートで行えます。モニターやワーク
ステーションに物理的な問題がある場合でも、
簡単な方法で解決できます。「それぞれの支店
にスペアを用意してあり、ハードウェアの問題が
発生した場合は、支店の従業員が新しいユニッ
トをコンセントにつなぐだけで対処できます」
とQassem氏は説明します。「貴重な ITスタッ
フの時間を節約して、アプリケーション開発など
の価値の高いプロジェクトに使用できるように
なります。また、支店におけるアップタイムも最大
化できます」

ソフトウェアやサービスパックのアップデート
も合理化されました。「技術者を現地に派遣し
て手動でデスクトップをアップデートする代わり
に、ネットワーク経由でアップデートを提供でき
るため、以前よりもはるかに短い時間で実施で
きます」とQassem氏は語ります。

将来に向けたスリム化とシンプル化
HDIへの移行により、TCOが約44%削減され
たため、Jordan Ahli Bankのリソースの節約も
実現できました。「3年ごとにエンドユーザーの
デスクトップを交換する場合、コストがかさみま
す」とQassem氏は話します。「HDIによって、各
マシン内の複数の障害点を回避できるため、支
店にあるすべてのエンドポイントの端末の使用
期間を基本的に2倍にできました」

Qassem氏が最終的に目標としているのは、
エンドポイントで使用する端末を超薄型のゼロ
クライアントに移行することです。これにより、
支店のデスクトップモデルの柔軟性と拡張性を
さらに高められます。「ゼロクライアントなら
ば、数年以内に故障する可能性がある要素を基
本的に排除できます」とQassem氏は話します。
「ハードドライブやパワーサプライがなくなり、
必要な機能はネットワークを通じて使用します。
電力供給もネットワーク経由です」

現在、Jordan Ahli Bankでは 120人のユーザー
がHDIソリューションを使用しており、今後はさ
らなるイノベーションに取り組む計画がありま
す。「年内にHDI環境を700人のユーザー用に
拡大する予定です。人数が多いように聞こえま
すが、HP Moonshotシャーシ4台ですべてを
実行できます」とQassem氏は話します。「この
ようなパフォーマンスを業界標準サーバーで実
現するには、70台が必要になるでしょう。それで
も、MoonshotによるHDIの統合性には及ばな
いのです」

ソリューション概略

ハードウェア
• HP Moonshot System

• HP ProLiant m700サーバーカートリッジ

ソフトウェア
• Citrix XenDesktop

• Microsoft Windows

HPパートナー
• SMS（Scientific and Medical Systems）

記載事項は2015年9月現在のものです。
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詳細な構成、お見積りは日本ヒューレット・パッカード株式会社あるいは販売パートナー各社までお問い合わせください。

HPE ProLiant m700
クライアント
カートリッジ ×41（スペア含む）

HDI リモートデスクトップ用

HPE ProLiant m710p 
サーバーカートリッジ×3

各種管理サーバー用

HPE Moonshot
Remote Console
Administrator×1
OSインストール用
バーチャルメディア機能搭載
専用カートリッジ

Moonshot HDI
in-a-box

HPE 5700
スイッチ
IRF 仮想シャーシによる
Active - Active冗長化

基幹ネットワークへ

10G
×
4

10G
×
4

HPE ProLiant m700
クライアント
カートリッジ ×128（スペア含む）

HDI リモートデスクトップ用

HPE ProLiant m710p 
サーバーカートリッジ×3

各種管理サーバー用

HPE Moonshot
Remote Console
Administrator×1
OSインストール用
バーチャルメディア機能搭載
専用カートリッジ

Moonshot HDI

HPE 5700-40XG 
スイッチ
IRF 仮想シャーシによる
Active - Active冗長化

基幹ネットワークへ
10G
×
8

10G
×
8

10G
×
8

160
ユーザー

500
ユーザー

HDI構成例
HPE Moonshot System HDI（160ユーザー構成例）
Citrix XenDesktopで 160ユーザーのHDI環境を構築する場合のシステム構成例です。クライ
アント環境をHPE ProLiant m700、Citrix管理サーバーをHPE ProLiant m710pで構成し、HPE 
Moonshot Systemの 1シャーシ内に収容しています。管理サーバーを別途用意する必要はなく、
シンプルな機器構成やネットワーク構成が可能です。

HPE Moonshot System HDI（500ユーザー構成例）
Citrix XenDesktopで500ユーザーのHDI環境を構築する場合は、HPE Moonshot System
を3シャーシで構成します。管理サーバーをHPE Moonshot Systemのシャーシ内に収容可能
なシンプルな基本構成は変わりません。必要なユーザー数に応じて 1サーバーカートリッジ（4ユー
ザー）単位で構成・拡張可能です。
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